
二
十
二
日
、
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会
（
小
島
博
会

長
）
が
開
催
さ
れ
、
十
八
年

度
国
保
会
計
と
病
院
会
計
の

予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
①
国
保
税
で
は
、
旧

名
栗
分
が
、
十
八
年
度
か
ら

は
、
飯
能
市
と
統
一
さ
れ
る

た
め
に
、
旧
名
栗
全
体
で
八

二
七
万
七
千
円
の
増
税
と
な

り
ま
す
。
名
栗
の
加
入
者
一

一
九
六
人
、
六
〇
八
世
帯
、

一
世
帯
あ
た
り
年
間
約
一
三

六
〇
〇
円
の
増
税
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
十
六
年
度

の
税
制
改
正
で
、
公
的
年
金

控
除
額
が
一
四
〇
万
円
か
ら

一
二
〇
万
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
影
響
で
、
全
体
と
し
て

七
一
〇
〇
万
円
の
増
税
と
な
っ

て
い
ま
す
。

①
加
入
者
は
増
え
る
一
方
で
、

昨
年
よ
り
四
二
〇
人
増
の
一

六
八
〇
〇
人
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
、

失
業
、
退
職
が
増

え
て
い
る
こ
と
と

同
時
に
、
こ
れ
ま

で
老
人
医
療
は
七

〇
才
以
上
と
さ
れ

て
い
た
も
の
が
平

成
二
〇
年
四
月
か

ら
七
五
才
以
上
の

高
齢
者
を
対
象
に

し
た
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
を
創
設

す
る
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
七
四

才
ま
で
の
人
が
国
保
の
加
入

者
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

③
具
体
的
な
保
健
事
業
で
は
、

人
間
ド
ッ
グ
検
診
料
を
一
万

円
か
ら
一
万
三
千
円
に
値
上

げ
し
、
保
養
施
設
利
用
料
補

助
金
は
大
人
三
千
円
を
二
千

円
に
引
き
下
げ
（
子
供
二
千

円
を
千
円
に
）
る
内
容
で
す
。

金
子
敏
江
市
議
は
、
市
民
に

と
っ
て
国
保
税
の
負
担
増
や

人
間
ド
ッ
グ
検
診
料
の
負
担

増
は
耐
え
難
い
も
の
と
し
て

反
対
し
ま
し
た
。

お
金
が
な
い
と

医
療
受
け
ら
れ
な
い

ま
た
、
国
保
で
重
大
な
問

題
は
、
払
え
な
い
人
に
収
納

対
策
と
し
て
短
期
保
険
証
を
、

「
悪
質
」
滞
納
者
に
限
定
す

る
と
し
て
「
資
格
証
明
書
」

を
十
三
件
に
発
行
し
て
い
ま

す
が
、
委
員
か
ら
「
こ
の
よ

う
な
患
者
さ
ん
が
病
院
に
来

て
持
ち
金
が
無
か
っ
た
場
合
、

診
療
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
、
未
収
金
に
つ

い
て
は
ど
う
対
応
し
た
ら
い

い
の
か
」
と
い
う
質
問
が
あ

り
、
市
は
「
そ
の
場
合
は
、

市
に
一
報
い
た
だ
き
た
い
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ど
ち

ら
に
し
て
も
、
滞
納
対
策
に

は
、
収
税
と
保
険
証
の
発
行

と
を
切
り
離
し
て
考
え
る
と

い
う
基
本
姿
勢
に
戻
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
議
団

は
十
九
日
、
飯
能
民
主
商
工

会
、
埼
玉
土
建
飯
能
日
高
支

部
、
飯
能
日
高
地
域
労

働
組
合
連
合
会
、
多
重

債
務
解
決
に
取
り
組
ん

で
い
る
清
流
道
場
と
共

催
で
、
「
何
で
も
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
相
続
、
年

金
、
架
空
請
求
、
立
ち

退
き
問
題
な
ど
十
三
件

の
相
談
が
あ
り
、
弁
護

士
、
税
理
士
、
社
会
保

険
労
務
士
な
ど
の
専
門

家
と
と
も
に
対
応
し
ま
し
た
。

全
戸
配
布
し
た
案
内
の
ビ

ラ
を
持
っ
て
相
談
に
来
る
人

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
た
知

人
に
紹
介
さ
れ
て
相
談
に
き

た
方
、
宣
伝
カ
ー
の
お
知
ら

せ
を
聞
い
て
相
談
に
見
え
た

方
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
サ
ラ
金
な
ど
多
重

債
務
の
相
談
が
少
な
か
っ
た

の
は
、
こ
の
間
、
清
流
道
場

が
日
常
的
に
サ
ラ
金
相
談
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
清
流
道
場

は
こ
の
間
二
〇
〇
件
も
の
解

決
に
当
た
っ
て
い
る
と
い
い

ま
す
。

架
空
請
求
で
は
、
全
く
心

当
た
り
が
な
い
の
に
、
「
消

費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通

知
書
」
な
る
も
の
が
送
付
さ

れ
る
な
ど
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
架
空
請
求
は

不
用
意
に
連
絡
し
な
い
こ
と

が
重
要
と
の
こ
と
で
す
。

二
十
一
日
の
新
聞

に
詩
人
茨
木
の
り

子
さ
ん
の
訃
報
が

載
っ
て
い
ま
し
た
。

茨
木
さ
ん
は
自
宅

で
独
り
暮
ら
し
を

し
て
お
り
、
十
九

日
に
自
宅
で
亡
く

な
っ
て
い
る
の
が

見
つ
か
り
、
病
死
と
み
ら
れ
る

と
い
う
も
の
て
し
た
。
茨
木
さ

ん
は
七
十
九
才
で
、
病
気
を
い

く
つ
も
患
っ
て
い
た
の
に
、
身

内
に
苦
労
を
か
け
た
く
な
い
か

ら
と
独
り
暮
ら
し
を
つ
ら
ぬ
い

て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
、

〈
わ
が
あ
こ
が
れ

単
純
な
く

ら
し

単
純
な
こ
と
ば

単
純

な
生
涯
〉
と
い
う
詩
の
一
節
が

し
の
ぱ
れ
ま
す
▼
茨
木
さ
ん
は

「
九
条
の
会
」
ア
ピ
ー
ル
に
賛

同
す
る
詩
人
の
輪
呼
び
か
け
人

に
も
名
前
を
連
ね
〈
ひ
と
び
と

は

怒
り
の
火
薬
を
し
め
ら
せ

て
は
な
ら
な
い

ま
こ
と
に
自

己
の
名
に
お
い
て
立
つ
日
の
た

め
に
〉
と
第
一
詩
集
「
対
話
」

で
書
い
た
平
和
へ
の
思
い
を
研

ぎ
す
ま
さ
れ
た
感
性
と
言
葉
で

紡
ぎ
つ
づ
け
て
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
▼
〈
美
し
い
風
景
に
み

と
れ
て

顔
を
ふ
り
ふ
り
落
ち

の
び
て
い
っ
た

義
経
の
た
め

に
こ
の
名
が
つ
い
て
い
る
峠

伝
説
を
そ
の
ま
ま
や
さ
し
く
抱

き
と
っ
て

秩
父
連
山
を
眺
め

る
に
山
腹
に
風
影
と
い
う
部
落
〉

（
顔
振
峠
）
フ
カ
ゲ
と
い
う
美

し
い
地
名
を
つ
け
た
詩
人
の
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。

発 行
日 本 共 産 党

飯 能 市 委 員 会

９７３－１０９１

金 子 と し 江

９７２－６４０１
山 田 と し 子

９７３－４７１０
新 井 た く み

９７８－０１７５
滝 沢 お さ む

９７２－３８７５

＜議員団の連絡先＞
973-2111(市役所416)

Mail jcp-sigi@
pluto.plala.or.jp

２００６年２月２６日 ＮＯ．１５１２

年
金
控
除
の
縮
小
で
増
税
に

人
間
ド
ッ
グ
一
万
円
を
一
万
三
千
円
に

相
続
、
架
空
請
求
な
ど
十
三
件

七
回
目
の
何
で
も
相
談
会
を
開
催

映画鑑賞とスピーチ

「住井すゑ 百歳の人間宣言」

と き ３月５日（日）
２時～４時半

ところ 日高市総合福祉センター

スピーチ
住井すゑさんや「抱撲舎・橋のない川」の

ことなどを語ります。

倉橋廣昌さん

安倍晴彦さん

主催：日高・飯能民主文庫

国 保
１８年度予算案



２００５年統計 キューバ アメリカ　 日本
千人あたりの医師数 5.9 5.55 2
千人あたりの病床数 5.1 3.6 16.5
５歳未満児死亡率 8 8 5
国家予算における保健費 11 ー 0.6
国家予算における社会保障費 11 ー 24.8
GDP中の保健費％ 6.3 ー 0.1
ＧＤＰ中の社会保障費％ 6.3 ー 4
千人あたり人口増加率 6 5.4 0.7

飯
能
日
高
地
労
連
と
民
主

団
体
で
つ
く
る
春
の
た
た

か
い
実
行
委
員
会
は
二
二

日
、
「
２
・
２
２
飯
能
日

高
地
域
総
行
動
」
と
称
し
、

集
会
と
デ
モ
行
進
を
行
い

ま
し
た
。

十
二
団
体
一
〇
〇
名
が

参
加
、
集
会
で
は
主
催
者

を
代
表
し
て
杉
田
実
地
労

連
議
長
が
挨
拶
、
日
本
共

産
党
か
ら
も
滝
沢
修
飯
能

市
議
、
清
水
常
治
日
高
市

議
が
連
帯
の
挨
拶
を
し
ま

し
た
。

そ
の
後
、
新
日
本
婦
人

の
会
、
飯
能
民
主
商
工
会
、

埼
玉
土
建
飯
能
日
高
支
部
、

医
療
生
協
飯
能
支
部
、
福

祉
保
育
労
か
わ
せ
み
分
会
、

新
電
元
明
る
い
職
場
を
つ

く
る
会
、
教
組
、
県
職
な

ど
か
ら
春
闘
を
ど
う
た
た

か
う
か
決
意
が
語
ら
れ
、

最
後
に
福
祉
保
育
労
す
ぎ

の
こ
分
会
か
ら
「
小
泉
内

閣
の
五
年
間
は
法
人
税
の

減
税
な
ど
で
大
企
業
の
利

益
を
は
か
る
一
方
で
、
貸

し
渋
り
や
貸
し
は
が
し
に

目
を
つ
ぶ
り
、

多
く
の
中
小

業
者
を
倒
産

に
追
い
込
ん

だ
。
ま
た
労

働
者
や
市
民

に
は
年
金
、

医
療
、
介
護

な
ど
社
会
保

障
の
改
悪
が

国
民
に
格
差

を
大
き
く
拡

大
さ
せ
た
。

引
き
続
き
職

場
、
地
域
を
基
礎
に
安
心
、

平
等
、
平
和
の
社
会
実
現

に
向
け
て
い
っ
そ
う
奮
闘

し
よ
う
」
と
集
会
決
議
が

提
案
さ
れ
、
大
き
な
拍
手

で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
後
の
デ
モ
行
進
は
、

市
役
所
前
を
通
り
、
中
央

通
り
か
ら
広
小
路
交
差
点
・

銀
座
通
り
商
店
街
を
ま
わ

り
飯
能
駅
北
口
ロ
ー
タ
リ
ー

ま
で
、
「
憲
法
九
条
守
ろ

う
」
「
パ
ー
ト
の
賃
金
を

あ
げ
よ
」
「
雇
用
を
守
れ
」

「
消
費
税
増
税
反
対
」

「
米
軍
基
地
の
再
編
反
対
」

と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
し

な
が
ら
行
進
し
ま
し
た
。

三
月
定
例
議
会

を
前
に
、
飯
能
市

議
会
全
員
協
議
会

が
二
三
日
開
か
れ
、

第
四
次
総
合
振
興

計
画
実
施
計
画
、

財
政
健
全
化
計
画
、

土
地
開
発
公
社
経

営
健
全
化
計
画
、

国
民
保
護
法
計
画

作
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
消
防
組
織
改

編
計
画
、
一
般
廃

棄
物
処
理
基
本
計
画
、
水

道
事
業
基
本
計
画
案
な
ど

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
、
注
目

の
庁
舎
別
館
計
画
の
概
要

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
一
九
〇
〇
万
円

の
予
算
で
設
計
さ
れ
た
庁

舎
別
館
は
、
当
初
計
画
で

は
、
地
上
三
階
、
地
下
一

階
で
耐
震
性
・
危
機
管
理

を
重
視
し
た
庁
舎
に
し
、

地
下
室
に
は
重
要
な
市
民

の
デ
ー
タ
ー
を
保
管
す
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
し

か
し
、
全
員
協
議
会
に
示

さ
れ
た
計
画
概
要
で
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

建
て
で
総
床
面
積
は
一
八

六
〇
㎡
、
総
工
費
は
五
億

九
千
万
円
で
、
十
八
年
度

で
完
成
す
る
予
定
で
す
。

一
階
に
は
、
危
機
管
理
監
、

市
民
参
加
推
進
課
、
生
活

安
全
課
、
商
工
観
光
課
、

農
林
課
、
農
業
委
員
会
、

環
境
緑
水
課
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
推
進
室
、
廃
棄
物

対
策
課
。
二
階
に
は
、
教

育
総
務
課
、
学
校
教
育
課
、

生
涯
学
習
課
、
体
育
課
が

第
二
庁
舎
か
ら
移
転
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
市
民

デ
ー
タ
ー
の
保
管
が
さ
れ

る
サ
ー
バ
ー
室
は
二
五
㎡

で
す
。

設
計
概
要
の
説
明
で
は
、

鉄
骨
の
値
上
が
り
な
ど
を

あ
げ
て
い
ま
す
が
、
防
災

拠
点
、
重
要
デ
ー
タ
ー
保

管
な
ど
の
当
初
目
的
か
ら

す
る
と
規
模
や
機
能
が
大

幅
に
縮
小
さ
れ
た
な
か
で
、

緊
急
性
と
必
要
性
そ
の
も

の
が
問
わ
れ
ま
す
。

２００６年２月２６日 ＮＯ．１５１２

増
税
反
対
、
雇
用
守
れ
！

２
・
２
２
飯
能
日
高
総
行
動

一
九
五
九
年
に
キ
ュ
ー
バ
革

命
は
成
功
し
ま
し
た
が
、
約

六
千
人
い
た
医
者
の
半
数
の

三
千
人
が
亡
命
等
な
ど
し
た

中
で
医
療
が
低
下
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
革
命
政
府
は
、

医
療
の
重
視
政
策
を
掲
げ
、

医
療
教
育
を
先
行
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
後
は
技
術
・
シ
ス

テ
ム
な
ど
は
旧
ソ
連
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
等
か
ら
積
極
的
に
導

入
し
て
急
速
に
医
療
技
術
が

進
歩
し
ま
し
た
。

九
〇
年
代
後
半
に
は
近
隣

の
グ
ア
テ
マ
ラ
・
ニ
カ
ラ
グ

ア
・
ハ
イ
チ
等
の
ハ
リ
ケ
ー

ン
被
害
国
に
医
師
を
派
遣
し

て
支
援
し
ま
し
た
。
私
達
が

見
学
し
た
医
科
大
学
で
は
、

九
九
年
に
二
カ
ラ
グ
ア
か
ら

最
初
の
留
学
生
の
受
け
入
れ

が
始
ま
り
、
当
初
一
八
カ
国

か
ら
千
二
百
人
の
留
学
生
を

受
け
入
れ
ま
し
た
。
授
業
料
・

教
材
費
は
無
料
で
少
し
で
す

が
小
遣
い
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
で
は
理
化
学
な
ど
の
基

礎
教
育
、
医
学
の
基
礎
コ
ー

ス
、
専
門
医
学
を
学
び
ま
す
。

付
属
病
院
が
な
い
の
で
各
県

に
あ
る
医
療
施
設
で
指
導
教

授
に
つ
い
て
臨
床
研
修
を
受

け
る
そ
う
で
す
。
ア
フ
リ
カ

ヘ
の
エ
イ
ズ
対
策
の
援
助
は

六
三
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
ま

す
。
現
在
は
二
万
三
千
人
以

上
の
医
療
専
門
家
、
技
術
者

が
六
六
ケ
国
で
人
道
・
連
帯

の
使
命
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

先
の
パ
キ
ス
タ
ン
の
地
震
に

は
二
千
人
の
医
者
・
技
術
者

を
派
遣
し
ま
し
た
。
外
国
の

台
風
、
自
然
災
害
に
は
率
先

し
て
支
援
の
手
を
さ
し
の
べ

て
い
る
そ
う
で
す
。
「
学
ん

だ
医
学
・
知
識
を
貧
し
い
国

の
人
達
の
た
め
に
役
立
て
た

い
」
こ
の
気
高
い
精
神
が
一

貫
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま

し
た
。

すぐれた医療制度

キューバへの旅③
笠縫在住 菅間 徹

必
要
性
が
改
め
て
問
わ
れ
る

五
・
九
億
円
の
別
館
計
画
案
出
さ
れ
る

２００５年医療統計

庁舎別館建設予定地


